
Ⅰ 調査 
 

 

１ 調査目的 

  東京都自立支援協議会の活動の一環として、各区市町村における地域自立

支援協議会の活動状況等を把握し、調査結果を資料として供することで、各地

域協議会の活動の促進を図るとともに、東京都自立支援協議会の活動とあわ

せて、都民に広く周知する。 

 

２ 調査内容 

（１）地域自立支援協議会の基本情報 

（名称、設置年月、運営方法、組織図、会議実施方法等） 

（２）地域自立支援協議会の委員 

（名簿、専門部会の状況、委員構成、当事者委員） 

（３）地域自立支援協議会の活動状況等 

ア 地域自立支援協議会での協議事項 

イ 地域自立支援協議会としての役割 

ウ 地域自立支援協議会として把握している地域課題 

エ 地域自立支援協議会における当事者の参画状況 

（４）相談支援体制の整備状況等（基幹相談支援センター等の所数、地域生活支

援拠点等、日中サービス支援型共同生活援助） 

（５）地域自立支援協議会の活性化（新規） 

 

３ 調査対象 

  都内全区市町村 

   

４ 調査基準日 

  令和６年３月３１日 

 

コラム① 委員のみんなに好きな動物を教えてほしい 

～東京都自立支援協議会の情報保障の取組～ 

 

東京都自立支援協議会（以下、「都協議会」といいます。）は、令和 5年度に第 8期を

迎え委員の改選が行われました。新たに知的障害のある当事者として着任した高橋薫

（たかはしかおる）委員をご紹介します。 

高橋委員は、自宅から豊島区立目白福祉作業所に通所していて、趣味は文房具集め、

習い事はマリンバ、音楽が大好きです。第 1回本会議を開催する前に、協議会当日の資

料や進行について事前説明に伺ったときに、高橋委員から、「話しやすいから、委員の

みんなに好きな動物を教えてもらいたい。」という提案がありました。都協議会では、

この提案を取り入れ、第 1回本会議（令和 5年 6月 5日開催）のグループ討議の冒頭で

委員の皆さんから好きな動物を発表してもらいました。 

新メンバーでの初顔合わせとなったこの日、好きな動物の話題はアイスブレイクとし

て効力を発揮し、お互いの顔と名前を一致させ、意見を言いやすい雰囲気が生まれまし

た。高橋委員のアイデアが協議会活動を活性化させたのです。 

これまでも都協議会では、知的障害のある方に委員として活躍してもらうため、当事

者と支援者を共に委員に選任する、会議前に事前説明に行く、行政説明は短くグループ

討議の時間を長くとる、資料にはルビを振るなど、の取組を行ってきました。 

今年度は、東京都自立支援協議会セミナーでの厚生労働省の説明資料について、ただ

ルビを振るのではなく、スライドごとに内

容を分かりやすく要約し、その要約にルビ

を振るという資料を作成しました。 

また、第 2回本会議（令和 6年 2月 22日

開催）では、第 1回の取組をさらに進めて、

座席配置を副会長を中心とした 3 つのグル

ープに分け、それぞれのグループには好き

な動物として名前が挙がっていた「いぬ」

「ペンギン」「からす」というネーミングを

しました。さらに、卓上名札やペットボトル

にもグループの目印をつけるなど、委員が

リラックスして参加できる工夫をこらしました。その効果もあってか、委員からはたく

さんの意見が出され、用意したホワイトボードに書ききれないほどになりました。 

当事者の参画と情報保障は、協議会運営では欠かせない要素で、絶対的な正解がある

ものではありません。都協議会では、当事者委員の意向を取り入れ、さらに ICTの活用

も視野に、取組を深めていきたいと考えています。この冊子の中にも、地域自立支援協

議会での工夫が掲載されていますので、ぜひご活用ください。互いに知恵を出し合って、

よりよい協議会活動につなげていきましょう。 

 

第 2回本会議で用意した「いぬ」チーム

の卓上名札とペットボトル 
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